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みんなでスイカ割りを行い、美味しくいただきました。 
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三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
発
生
の
際
に
は
、
芳

香
会
施
設
に
お
い
て
は
幸
い
人
災
は
な
く
、
一
部
の
施

設
に
お
い
て
停
電
、
断
水
に
て
数
日
の
間
不
自
由
は
し

た
も
の
の
、
比
較
的
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
関
係
者
の
方
か
ら
支
援
を
頂
き
、
支
援
の

重
要
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

芳
香
会
で
は
、
被
災
地
に
お
い

て
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
々
に
何
か
出
来
る
事

が
な
い
か
と
、
理
事
長
を
筆
頭
に

被
災
地
支
援
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
中
央
募

金
会
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
イ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
サ
ポ
ー
ト
募
金
」
助

成
事
業
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
実
際
に
被
災

地
支
援
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
復
興
の
目
途
が
立
た
ず
、
長
引
く
避
難
生
活

に
継
続
し
た
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
費

用
が
か
か
る
の
も
現
実
で
す
。
こ
の
助
成
金
は
支
援
を

行
う
側
へ
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
り
、
金
銭
面
の
問
題
は
軽

減
さ
れ
、
結
果
、
被
災
地
の
方
へ
の
支
援
に
な
り
ま

す
。 

 

 

芳
香
会
で
は
今
後
も
支
援
を
継

続
す
る
べ
く
応
募
、
こ
の
度
、
決

定
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
被
災

地
の
復
興
を
祈
り
、
出
来
る
事
を

地
道
に
続
け
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

芳
香
会 

理
事
長 

宇
留
野
光
子 

  

三
月
十
一
日
の
大
震
災
発
生
か
ら
半
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
新
聞
の
欄
に
載
る
死
亡
者
・
行
方
不

明
・
避
難
者
数
を
見
る
た
び
に
心
が
い
た
み
ま
す
。 

 

し
か
し
、
反
面
で
は
「
被
災
地
の
み
な
さ
ん
に
何
か

を
し
た
い
」
、
「
こ
れ
が
協
力
で
き
る
」
等
の
記
載
文

章
に
は
心
温
ま
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
多
く
の

人
々
の
実
行
力
と
活
動
内
容
に
は
感
心
し
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
刺
激
を
い
た
だ
き
、
当
法
人
で
も
「
今
年

度
中
は
被
災
地
支
援
活
動
を
継
続
的
に
実
行
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
組
織
全
体
で
取
り
組
も
う
」
と
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。 

 

三
月
末
か
ら
八
月
現
在
ま
で
に
被
災
地
支
援
活
動
に

携
わ
っ
た
職
員
数
は
、
全
体
で
三
十
九
人
と
な
り
ま
し

た
。
活
動
の
内
容
は
様
々
で
す
。
実
施
前
に
希
望
者
を

募
り
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
複
合
施
設
運
営
の
利
点
を

大
い
に
生
か
す
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
活
動
の
協
力
者
と
し
て
、

地
元
の
方
々
か
ら
寄
贈
が
あ
り
、
白

米
一
・
五
ト
ン
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
四

台
を
被
災
地
に
届
け
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
嬉
し
い
結
果
が
生
じ

ま
し
た
。 

  

支
援
は
こ
れ
か
ら
・
こ
れ
か
ら
で
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
芳
香
会
が
行
っ
て
き
ま
し
た
、
支
援
活

動
の
報
告
を
致
し
ま
す
。 

七
月
三
十
日 

七
月
二
十
五
日 

七
月
二
十
三
日 

七
月
九
日 

七
月
四
日
～ 

毎
週
月
曜 

七
月
二
日 

六
月
二
十
七
日 

六
月
十
五
日 

六
月
十
二
日 

六
月
十
二
日 

～
十
五
日 

六
月
四
日 

五
月
二
十
九
日

～
六
月
一
日 

四
月
二
十
五
日 

四
月
二
十
五
日

～
二
十
六
日 

四
月
二
十
一
日 

四
月
十
三
日 

四
月
四
日 

三
月
二
十
八
日

～
二
十
九
日 

岩
手
県
セ
ル
プ
製
品
代
理
販
売
（
積
水
ハ
ウ
ス
古
河
工
場
様
夏
祭
り
内
） 

石
巻
市
内
保
育
園
へ
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
中
古
）
輸
送 

岩
手
県
セ
ル
プ
製
品
代
理
販
売
（
牛
ヶ
谷
保
育
園
夏
祭
り
内
） 

岩
手
県
セ
ル
プ
製
品
代
理
販
売
（
た
ま
保
育
園
夏
祭
り
内
） 

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
へ
の
真
空
調
理
食
品
の
送
付 

古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
「
が
ん
ば
ろ
う
東
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
パ
ッ
ク
」
に
参
加
（
泥
の
か
き
出
し
、
瓦
礫
の
撤
去
） 

石
巻
市
内
保
育
園
２
ヶ
所
へ
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
中
古
）
輸
送 

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
へ
真
空
調
理
食
品
提
供
・
輸
送
（
第
三
回
） 

宮
城
県
石
巻
市
へ
ロ
ッ
カ
ー
、
市
内
幼
稚
園
へ
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
中

古
）
輸
送 

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
へ
の
真
空
調
理
食
材
提
供
・
輸
送
（
第
二
回
） 

宮
城
県
石
巻
市
等
沿
岸
部
へ
の
管
理
栄
養
士
派
遣
（
第
二
回
） 

岩
手
県
セ
ル
プ
製
品
代
理
販
売
（
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ほ
た
る
祭
り
内
） 

宮
城
県
石
巻
市
へ
の
物
資
輸
送
・
奨
学
金
制
度
の
案
内
持
参 

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
へ
の
真
空
調
理
食
材
提
供
・
輸
送
（
第
一
回
） 

宮
城
県
石
巻
市
等
沿
岸
部
へ
の
管
理
栄
養
士
派
遣
（
第
一
回
） 

宮
城
県
の
皆
様
へ
奨
学
金
制
度
案
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

岩
手
県
山
田
町
へ
の
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
物
資
送
付 

岩
手
県
宮
古
市
へ
の
お
米
な
ど
物
資
輸
送 

岩
手
県
山
田
町
へ
の
衣
装
ケ
ー
ス
な
ど
物
資
送
付 

募
金
活
動
実
施
、
茨
城
県
災
害
対
策
本
部
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン
ダ
ー
バ
ー

ド
へ
送
金 

岩
手
県
船
越
保
育
園
・
山
田
第
一
保
育
所
へ
衛
生
用
品
な
ど
物
資
送
付 

北
茨
城
市
へ
食
事
提
供
、
と
き
わ
荘
慰
問
、
物
資
輸
送 
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平
成
二
十
二
年
十
月
発
行
の
「
せ
い
ら
ん
そ
う
」
第

十
二
号
で
掲
載
し
た
朝
採
り
野
菜
の
販
売
は
、
二
年
目

を
迎
え
、
様
々
な
発
展
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

《
芳
香
会
の
地
産
地
消
》 

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
蕗
の
と
う
舎
の
ご
利
用
者
に
よ

り
生
産
さ
れ
た
野
菜
は
、
担
当
職
員
に
よ
り
各
地
区
へ

運
ば
れ
、
現
在
で
は
雇
用
障
害
者
の
皆
様
に
よ
り
販
売

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
利
用
者
に
よ
る
生
産
、
雇

用
障
害
者
に
よ
る
販
売
、
職
員
等

に
よ
る
消
費
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の

中
で
、
芳
香
会
に
所
属
し
て
い
る

自
覚
が
深
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
特
に
販
売
を
担
当

し
て
い
る
雇
用
障
害
者
の
皆
さ
ん

は
、
店
頭
販
売
だ
け
で
な
く
通
常

業
務
で
も
よ
り
元
気
に
取
り
組
ん

で
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

《 

販
売
先
の
拡
大 

》 
 

平
成
二
十
三
年
七
月
か
ら
は
、
㈱
エ
フ
ピ
コ
の
関
東

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
に
て
朝
採
り
野
菜
の
出
張
販
売
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
関
東
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
へ
は
、
『
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ
ー
』
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
縁
と

な
り
、
販
売
先
の
拡
大
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

 

芳
香
会
内
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
交
流
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
力
の
重
要
性
が

痛
感
さ
れ
て
い
る
今
、
こ
の
繫
が
り
を
大
切
に

し
て
、
そ
し
て
私
ど
も
芳
香
会
も
新
た
な
力
と

な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

日
本
財
団
の
助
成
に
よ
り
、
今
年
五
月
に
障
害
児
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
青
嵐
荘
（
以
下
セ
ン
タ
ー
）
が
、
古
河

市
上
大
野
に
開
設
し
ま
し
た
。
開
設
ま
で
に
東
日
本
大
震

災
の
影
響
が
あ
っ
た
中
、
日
本
財
団
を
始
め
、
古
河
市
や

建
築
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
協
力
を
得
、
無
事
開

設
す
る
こ
と
が
で
き
た
事
を
感
謝
申
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

  

セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
四
つ
の
事
業
を
法
人
内
の
障
害

児
者
施
設
が
中
心
と
な
り
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

初
め
に
日
中
一
時
支
援
事
業
（
青

嵐
荘
療
護
園
）
に
な
り
ま
す
。
一
日
定

員
十
五
名
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

古
河
市
初
と
な
る
重
症
心
身
障
害
児

者
放
課
後
受
入
れ
を
特
徴
と
し
、
現

在
で
は
二
十
三
名
の
児
童
に
ご
利
用

頂
い
て
い
ま
す
。 

  

 

次
に
ケ
ア
ホ
ー
ム
輝
希<

か
が
や

き>

の
い
え(

青
嵐
荘
蕗
の
と
う
舎
）

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
知
的
障
害
者
五

名
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

ペ
ー
ス
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
支
援
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。 

  

次
に
相
談
事
業
（
青
嵐
荘
療
育
園
・
つ
く
し
園
）
に
な

り
ま
す
。
地
域
療
育
等
支
援
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
古
河
市
相
談
支
援
事
業
の
相
談
員
が
出
張
形
式
で
セ

ン
タ
ー
へ
出
向
き
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
等
が
受
け

ら
れ
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

最
後
に
芳
香
会
社
会
福
祉
研
究
所
（
法
人
本
部
）
に
な

り
ま
す
。
研
究
の
成
果
を
地
域
の
皆
様
に
還
元
で
き
る

よ
う
、
日
々
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

  収 支 助成・補助機関 

建  物 

事業費総額    47,152,378円 

自己負担額    37,152,378円 

日本財団助成金 10,000,000円 

日本財団助成金・福祉拠点の整備 

日中一時支援事業所及び障害者ケアホームの整

備／診療所改修 

 

 

 

 

 

生活環境 

諸 物 品 

事業費総額    4,401,818円 

自己負担額    3,901,818円 

古河市補助金   500,000円 

古河市社会福祉施設整備費補助金 

各事業が、それぞれ機能し、また、連携し合い、

地域の福祉の増進につながるよう努めて行きます。 



4 4 

【
牛
ヶ
谷
保
育
園
】 

 
 
 

～ 

保
育
園
で
の 

 
 

 

空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
活
動 

～ 
  

芳
香
会
全
体
の
活
動
で
も
あ
る
【
空
き
缶
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
】
を
平
成
二
十
三
年
度
四
月
よ
り
、
古
河
市
内
の

近
隣
民
間
保
育
園
の
方
々
か
ら
も
ご
賛
同
を
得
、
旧
総

和
地
区
に
お
い
て
四
園
、
旧
三
和
地
区
に
お
い
て
は
一

園
、
そ
し
て
結
城
地
区
で
は
四
園
の
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

回
収
に
ご
協
力
頂
く
際
の
約
束
事
項
と
し
て
、
毎
月

末
に
電
話
に
て
回
収
の
状
況
を
確
認
し
、
こ
ち
ら
か
ら

取
り
に
行
き
ま
す
。
普
段
の
仕
事
で
は
、
他
の
保
育
園
を

訪
問
す
る
機
会
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
個
々
の
保
育
園

の
所
在
す
る
環
境
や
建
物
の
内
外
の
作
り
を
見
た
り
、

職
員
の
方
々
と
の
会
話
も
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
も

あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
蕗
の
と
う
舎
の
ご
利
用
者
が
栽
培
す
る
【
あ
り

が
と
う
フ
ラ
ワ
ー
】
を
ご
利
用
者
と
職
員
と
で
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
保

育
園
を
訪
問
し
、

届
け
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
と
て

も
好
評
で
あ
り
、

新
た
な
人
間
関
係

つ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
【
空

き

缶

リ

サ

イ

ク

ル
】
を
通
し
て
、
保

育
園
で
も
出
来
る

地
域
の
輪
作
り
を

広
げ
て
行
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

【
た
ま
保
育
園
】 

 

 

～ 
夏
祭
り
を
終
え
て
… 

～ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

今
回
た
ま
保
育
園
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
復
興
支
援
を
掲
げ

た
七
夕
夏
祭
り
を
実
施
致
し
ま
し

た
。
ま
ず
復
興
支
援
の
ひ
と
つ
と
し

て
被
災
地
の
授
産
施
設
で
作
ら
れ
た

ク
ッ
キ
ー
や
か
り
ん
と
う
の
代
理
販

売
や
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
販

売
に
お
い
て
は
、
お
蔭
様
で
完
売
を

致
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
は
計
画
停
電
を
考
慮
し
極
力
電
力
を
使
わ
ず

に
行
え
る
よ
う
考
え
、
中
で
も
夏
祭
り
の
楽
し
み
で
も
あ

る
模
擬
店
で
は
自
然
解
凍
で
提
供
で
き
る
も
の
の
提
供
、

ま
た
保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
に
ご
協
力

を
頂
き
、
全
て
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
作
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
在
園
児
の
保
護
者
様
の
ご
協
力
に
よ
る

た
こ
焼
き
販
売
も
大
変
好
評
で
し
た
。
改
め
て
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
と
行
う
こ
と
が
で
き

た
夏
祭
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
致
し
ま
し
た
。 

  

当
日
は
、
結
城
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
取
材
が
あ
り
、
ま
た
丁
度
梅
雨
明

け
と
重
な
る
暑
さ
の
中
、
多
く
の

方
々
の
力
で
作
り
上
げ
た
今
回
の
七

夕
夏
祭
り
は
た
ま
保
育
園
に
と
っ
て

も
良
い
経
験
と
な
り
、
ま
た
最
後
ま

で
笑
顔
の
子
ど
も
達
か
ら
元
気
と
力

を
も
ら
っ
た
夏
祭
り
で
し
た
。 

 

児
童
福
祉
施
設
ト
ピ
ッ
ク
ス 

空き缶回収協力園 

保育園名  

総和地区  

1 (福)総和福祉会 総和保育園 

2 (福)ホザナ会 こばと保育園 

3 (福)友愛福祉会 白梅保育園 

4 (福)百花会 あゆみ保育園 

三和地区 5 (福)慈法会 三和保育園 

結城地区  

6 結城市立 城西保育所 

7 結城市立 山川保育所 

8 結城市立 上山川保育所 

9 (福)三国福祉会 みくに保育園 

 

【
両
保
育
園
合
同
行
事
】 

 
 

～ 

と
も
だ
ち
百
人
で
き
る
か
な
？ 

～ 
  

今
年
度
よ
り
、
牛
ヶ
谷
保
育
園
と

た
ま
保
育
園
の
園
児
、
四
～
五
歳
児

を
対
象
に
月
に
一
度
交
流
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
法
人
内
に
二
園
あ
る
保

育
園
同
士
で
お
互
い
の
園
を
交
互
に

行
き
来
し
、
合
同
で
行
事
等
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
都
度
内
容
に
は
工
夫

を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

出
来
る
だ
け
子
ど
も
達
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
自

己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
等
、
初
め
て
の
友
達
に
も
慣

れ
て
貰
え
る
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の

心
配
は
ど
こ
吹
く
風
、
初
対
面
で
も
子
ど
も
同
士
声
を

掛
け
合
い
、
自
然
と
仲
良
く
な
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
で
す
。
新
た
な
友
達
と

触
れ
合
っ
た
り
、
大
き
な
集
団
に
入
る
こ
と
で
小
学
校

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
の
あ
と
は
、
必
ず
園

庭
で
遊
び
ま
す
。
自
分
の
園
に
は
な
い
玩
具
や
固
定
遊

具
が
あ
る
の
で
、
毎
回
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で

す
。
互
い
の
園
の
保
育
士
と
も
顔
見
知
り
に
な
り
、
保

育
士
と
の
関
わ
り
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
八
月
に
は
、
二
園
合
同
で
年
長
児
の
お
泊
り

保
育
を
行
い
ま
し
た
。
合
同
の
グ
ル
ー
プ
で
買
い
物
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
大
き
な

お
風
呂
に
入
っ
た
り
と
楽
し
く
過
ご

す
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

職
員
同
士
も
良
い
情
報
交
換
の
場

と
な
り
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
と
は
違
っ
た
一
日
の
生
活

が
子
ど
も
達
の
良
い
思
い
出
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
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社
会
福
祉
事
業
に
お
い
て
、
多
数
派
を
占
め
る
福

祉
・
介
護
職
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
少
数
派
な
が
ら

重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
保
健
・
医
療
職
。
中
で
も

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
で
あ
る
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
）
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り
、

様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
号
で
は
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
の
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

～
茨
城
県
立
医
療
大
学
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科 

 
 
 
 
 

『
地
域
理
学
療
法
実
習
』
の
受
け
入
れ
～ 

 

 

芳
香
会
で
は
、
平
成
九
年
か
ら
毎
年
、
茨
城
県
立
医
療

大
学
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
の
三
年
生
の
『
地
域

理
学
療
法
実
習
』
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

芳
香
会
内
の
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
が
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
講
義
や
施
術
場
面
の
見
学
を
通
じ
、
社
会
福
祉
事
業

に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
の
役
割
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
実
習
に
参
加
さ
れ
た
学
生
さ
ん
の
感
想
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

『
今
回
、
福
祉
領
域
の
理
学
療
法
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
理
学
療
法
の
分
野
が
こ
ん
な
に
も
様
々
な
こ

と
に
力
を
貸
せ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
町
に
出
た
り
、
他
分

野
の
専
門
家
と
と
も
に
相
談
に
の
っ
た
り
と
、
今
ま
で
聞

い
た
こ
と
の
な
か
っ
た
仕
事
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ

れ
ら
の
仕
事
も
だ
が
、
施
設
で
働
く
理
学
療
法
士
は
と
て

も
少
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
他
の
理
学
療
法
士
仲
間
に
相
談

で
き
る
機
会
は
病
院
に
比
べ
れ
ば
極
端
に
少
な
く
、
自
分

の
意
見
が
そ
の
ま
ま
表
に
出
る
場
面
が
多
い
た
め
、
知
識

の
豊
富
さ
が
必
要
と
な
る
。
』 

 

『
講
義
で
は
福
祉
施
設
や
そ
の
施
設
ご
と
の
事
業
内
容

（
生
活
支
援
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
）
を
系
統
的
に
わ
か
り
や

す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
い
ま
ま
で
学
ん
だ
知
識
が
整

理
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
興
味
深
い
話
が
多
々
あ
り
、

終
始
興
味
を
持
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
そ
ん
な
講
義
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
最
近
の

福
祉
領
域
の
流
れ
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
落
合
施
設

長
の
講
義
の
中
に
あ
っ
た
「
青
嵐
荘
で
は
平
成
六
年
か

ら
箱
物
（
福
祉
施
設
）
を
作
っ
て
い
な
い
。
在
宅
支
援
に

力
を
入
れ
始
め
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
、
福

祉
領
域
の
流
れ
が
施
設
で
の
支
援
か
ら
、
在
宅
で
の
支

援
に
変
革
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
』 

 

『
地
域
の
場
に
て
活
動
す
る
理
学

療
法
士
に
は
、
数
少
な
い
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
な
の

で
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
多

職
種
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
講
義
の
際
に
も
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
い
る
理
学
療
法
士

に
は
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
要

求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
自
身
は

今
ま
で
学
校
の
勉
学
に
よ
っ
て
得
た
知
識
を
、
就
職
後

に
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
実
際
の
現
場
で
の
経
験
を
重

ね
、
自
身
の
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
け
ば
よ
い
と
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
実
習
で
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。

今
後
の
臨
床
実
習
も
十
分
臨
床
現
場
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
会
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
機
会
を
無

駄
に
せ
ず
、
自
身
の
能
力
を
高
め
、
就
職
し
た
際
に
は
即

戦
力
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
利
用
者
や
患
者
様
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
理
学
療
法
士
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
』 

 

～
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
～ 

 

青
嵐
荘
ケ
ア
・
ア
シ
ス
タ
ン
ス
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

で
は
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交

流
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
交
流
会
で
は
、
施
設
利
用
者

と
地
域
の
方
と
の
交
流
を
目
的
と
し

て
い
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
も
「
体
力

測
定
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

握
力
や
体
前
屈
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

を
実
施
し
、
測
定
結
果
を
参
加
者
に

提
供
す
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
や
Ｏ
Ｔ
に

と
っ
て
も
、
地
域
で
生
活
す
る
高
齢

者
の
生
活
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

～
在
宅
支
援
訪
問
療
育
等
指
導
事
業
の
実
施
～ 

 

芳
香
会
病
院
青
嵐
荘
療
育
園
（
重
症
心
身
障
害
児
施

設
）
で
は
地
域
療
育
等
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
「
在
宅

支
援
訪
問
療
育
等
指
導
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
専
門
職
を
ご
自
宅
へ
派
遣
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
環
境
の
中
で
療
育
訓
練
を
行
う
ほ
か
ご
自
宅
で

の
療
養
生
活
に
お
け
る
ご
家
族
か
ら
の
ご
相
談
に
専
門

的
な
見
地
か
ら
応
じ
る
も
の
で
す
。 

 

療
育
園
で
は
、
現
在
、
三
名
の
ご
利
用
者
に
対
し
Ｐ
Ｔ

を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。
二
週
間
に
一
度
、
Ｐ
Ｔ
が
ご
自

宅
へ
お
伺
い
し
、
約
一
時
間
、
ご
自
宅
で
の
生
活
を
踏
ま

え
た
上
で
の
訓
練
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ご
家
族
と
の
面
談

に
も
時
間
を
割
き
ま
す
。 

 

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ご
利
用
者
の
日
常
生

活
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
上
で
「
ど
う
す
れ
ば
快
適

に
生
活
で
き
る
の
か
」
を
考
え
る
こ
と
は
、
Ｐ
Ｔ
に
と
っ

て
も
非
常
に
勉
強
に
な
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

保
健
・
医
療
職
の
ち
か
ら 

～
活
躍
す
る
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
～ 
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現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
人
口
の
八
十

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
新
聞
を
読
む
時
間
よ
り
も
長
く
利

用
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
当
法
人
も

広
報
の
顔
と
し
て
Ｈ
Ｐ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
ア
ク
セ
ス
の
記
録
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
七
月
、
約
四
千
人
の
方
が
芳
香
会
Ｈ
Ｐ

を
訪
れ
ま
し
た
。
検
索
サ
イ
ト
を
使
用
し
て
の
ア
ク
セ
ス

が
主
で
す
が
、
市
町
村
や
関
係
業
者
・
学
校
か
ら
訪
れ
る

方
も
居
り
ま
す
。
そ
の
中
で
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
除
き
、
最

も
閲
覧
が
多
い
ペ
ー
ジ
は
「
療
育
園
」
、
次
い
で
「
芳
香
会

に
つ
い
て
」
、
「
会
報
十
四
号
」と
な

り
ま
し
た
。
検
索
さ
れ
る
文
字
か

ら
見
て
も
療
育
園
を
目
的
で
閲
覧

さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。 

 

こ
の
記
録
は
、
よ
り
良
い
広
報
活

動
へ
繋
げ
て
る
資
料
の
一
つ
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。 
検索文字列TOP3 

１位 芳香会 

２位 青嵐荘 

３位 青嵐荘療育園   
  ※平成23年7月期 

 

年
間
約
二
十
ト
ン
。
こ
れ
は
上
大
野

地
区
か
ら
出
さ
れ
た
生
ご
み
の
量
で

す
。
そ
こ
で
費
用
削
減
と
環
境
へ
の
配

慮
か
ら
、
生
ご
み
処
理
機
の
導
入
を

行
い
ま
し
た
。
投
入
し
た
生
ご
み
は

水
と
炭
酸
ガ
ス
に
分
解
さ
れ
、
翌
日

に
は
何
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

「対
前
年
度
比 

○
○
パ
ー
セ
ン
ト

減
」と
、
報
告
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
排
出
さ
れ
る
水
は
、
分
解
さ
れ
た
有
機
物
が
含
ま

れ
、
液
肥
と
し
て
再
利
用
が
で
き
ま
す
。
こ
の
液
肥
は
、
芳

香
会
で
行
う
様
々
な
植
栽
活
動
に
使
用
し
、
希
望
し
た
職

員
や
近
隣
の
方
へ
配
布
が
出
来
れ
ば
と
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

芳
香
会
活
動
報
告 

九
月
一
～
三
日 

役
付
職
員
研
修
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

：
ラ
フ
ォ
ー
レ
那
須 

 
 

 
 

九
日 
第
一
回 

社
用
車
実
務
研
修
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

：
県
西
自
動
車
学
校 

九
月
二
十
八
日 

第
二
回 
個
人
情
報
保
護
研
修
会 

十
月 

 

上
旬 

交
通
安
全
講
習
会 

 
 

 
 

中
旬 

近
隣
地
域
の
芸
術
祭
へ
の
参
加 

 
 

 
 

下
旬 

第
二
回 

苦
情
受
付
体
制
委
員
会 

主
催
研
修
会 

十
一
月 

上
旬 

第
二
回 

社
用
車
実
務
研
修
会 

 
 

 
 

中
旬 

第
一
回 

中
途
採
用
職
員
研
修
会 

 
 

 
 

 
 

 

理
事
・
評
議
員
会 

 

 

六
月
二
日
（
木
）
に
茨
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
、
地
元
自
治
体
の
協
力
の
下
、
「
移
動
献
血
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、

法
人
外
部
の
事
業
所
か
ら
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

み
ん
な
の
ち
か
ら 

総数 

内訳 

400ml 
200ml 

４５名 

１６名 

法人内 

法人外 

４０名 

２１名 

６１名 

第１回移動献血 

実施結果 
 

震
災
か
ら
五
ヶ
月
以
上

が
経
過
し
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
報
道

で
も
【
復
興
】
を
知
ら
せ
る

内
容
の
も
の
が
増
加
し
ま

し
た
が
、
現
地
で
は
大
量
の

が
れ
き
が
積
み
あ
が
っ
た

状
態
で
散
在
し
ま
す
。
先

日
、
南
三
陸
町
に
行
く
機

会
を
得
、
現
実
の
光
景
を

見
て
心
が
痛
み
、
今
後
の
自

分
達
が
で
き
る
こ
と
を
再

考
す
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

（
光
） 

 

節
電
の
夏
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
我

が
家
も
暑
さ
と
格
闘
す
る

毎
日
で
す
。
そ
ん
な
時
、

役
に
立
つ
の
が
先
人
の
知

恵
。
昔
の
話
を
熱
く
語
る

祖
父
母
の
傍
ら
で
、
熱
心

に
聞
き
入
る
子
ど
も
達
。

「
節
電
も
あ
り
か
も
」
と

思
っ
た
、
暑
い
夏
の
夜
の

出
来
事
で
し
た
。
（
酒
） 

 

今
年
も
寝
苦
し
い
日
々

が
続
き
ま
す
。
節
電
が
叫

ば
れ
る
中
、
様
々
な
節
電

＆
快
眠
の
対
策
を
実
行
し

ま
し
た
が
、
効
果
は
い
ま

ひ
と
つ
。
便
利
す
ぎ
る
エ

ア
コ
ン
の
力
を
実
感
し
た

夏
で
し
た
。 

 

（
川
） 


